
　大学コンソーシアムつるは、３つの大学・市がそれぞれの特色を活かして、地域連携や大学間
連携を積極的に行い、市民と大学、大学と大学が、地域貢献を図っていきます。その上で、本市
の推進する『生涯活躍のまち・つる』事業の特色強化も期待されています。

５月24日（木）開催の大学コンソーシアムつるの理事会において、
今年度の事業計画が決定されました！

写真左から、
県立産業技術短期大学校　守屋　守 校長
健康科学大学　荒木　力 学長
都留市　堀内富久 市長（会長）
都留文科大学　福田誠治 学長（副会長）

市・大学・企業の連携を積極的に行っていく上で、それぞれの大学の特色を生かした事
業の発展を目指します！
詳しくは、大学コンソーシアムつるホームページ
（http://tsurucity.wixsite.com/consortium-tsuru）を見てね！　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QRコードはコチラ！⇒

問合先
大学コンソーシアムつる事務局
市役所 企画課内

　昨年度は、都留文科大学のつる子どもまつりに産業技術短期大
学校が参加したり、地域自主防災会主催の避難訓練に健康科学大
学が参加したり、交流の輪がだんだんと広まりました。今年度の事業計画は以下
の通りです。

　１　大学等と地域社会との交流及び連携並びに地域貢献に関する事業
　２　大学等相互の教育研究分野における連携に関する事業
　３　大学等と産業界との連携に関する事業
　４　大学等の学生間交流に対する支援事業
　５　大学等の広報に関する事業
　６　その他、本会の目的を達成するために必要な事業

　さらに、今年度から新たな取組としてスタートした『セーフコミュニティ事業』（地域住民との協
働を通じて、市民が安全で安心に暮らすことのできるまちづくりの推進を行う事業。詳しくは広
報6月号の紹介をご覧ください。）にも大学コンソーシアムが関わりながら推進していく事を検討し
ています。引き続き、市と３大学がさらに交流を深めるために、『大学コンソーシアムつるスリー
キャンパス交流促進プロジェクトチーム』で大学コンソーシアムつるの取組を検討していきます！
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